
№7　2022年 6月発行

大曲高等学校 校舎棟建設工事 工事だより

①土工事（埋戻し・ロングアームバックホウ使用）

工事だより№４でご紹介した再生処理を施した

改良土と掘削発生土を使用して、基礎の内外を

隙間なく埋戻していきます。

②地業工事（砕石地業・防湿層・断熱材敷込み）

水色のフィルムが防湿シートと呼ばれる地面

から湿気が上がるのを防ぐ為のものです。

その上に板状の断熱材を全面敷込みます。

③鉄筋工事（土間配筋）

鉄筋を決まった間隔で網の目状に配置します。

正しく配置されているか確認検査を受けます。

④コンクリート工事（土間コンクリート打設）

コンクリートを流し込み、予め計画していた

高さで均一に均しながら打設します。



⑤左官工事（土間金ゴテ押え）

左官職人さんが様々な道具を使用して打設後

のコンクリートを更に密実に平らに均します。

⑥コンクリート・左官工事（完了）

コンクリート表面がツルツルになるほど綺麗

に仕上り完了です。これぞまさに職人技です。

建物が生きるのは水や電気などのライフラインがあってこそです。機械設備工事では給水管や

排水の為の配管を屋外に埋設して建物が快適に使えるよう準備を進めています。

ラフタークレーンが現場に４台！

遠くからでも良く見えます。

台数が多くても作業計画は綿密に

安全作業を継続していきます。


